
三重県理学療法士会
新型コロナ感染症影響調査

【対象】

三重県理学療法士会の会員所属施設（188施設）
の代表者・部門長の方

【回答数】

88施設・部門

【回答期間】

令和2年7月14日～8月20日



なし

24%

課長職以上

34%

主任・係長

42%

回答者の役職をお答えください
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一般病棟

介護老人保健施設

回復期リハビリテーション病棟

外来診療・外来リハ

高度急性期病床（ICU除く）

児童発達支援（医療・福祉）

通所リハビリテーション

通所介護

訪問リハビリテーション

訪問看護

療養病床

0 10 20

回答数

回答者の主な配属部署を一つお答えください
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いなべ市

伊賀市

伊勢市

紀北町

玉城町

桑名市

四日市市

志摩市

松阪市

大紀町

津市

名張市

鈴鹿市

0 5 10 15 20
回答数

回答者の所属施設がある市町をお答えください
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介護老人保健施設

障がい福祉サービス事業所

（障がい児対象）

診療所

通所介護

病院

訪問看護ステーション

0 20 40 60
回答数

施設形態をお答えください



いいえ

92%

はい

8%

新型コロナウイルス感染症患者を

施設として受け入れていますか。



一部機能のみ休止

26%

継続して運営

69%

全て休止

5%

新型コロナウイルス流行期における

施設の運営方針についてお答えください。



無回答

以前の運営のまま継続

運営方法を変えて業務量等は継続

業務量を縮小

全て休止

0 50 100

回答数

新型コロナウイルス流行期における

理学療法の運営方針についてお答えください。



0 50 100

担当スタッフの固定

スタッフのグループ分け

病棟担当制の実施

複数病棟担当の中⽌

ベッドサイドリハへ変更

外来の縮⼩・中⽌

患者・利⽤者間の接触制限

患者・利⽤者数の制限

⼿指衛⽣・マスク着⽤などの感染対策

ゾーニング・導線確認の徹底

患者・利⽤者の外出や屋外での活動制限

直⾏直帰

ICTの活⽤

その他

回答数

新型コロナウイルス流行期における理学療法の運営内

容についてお答えください。複数回答可



いいえ

36%

はい

64%

もともと理学療法の感染症対策マニュアルは

作成されていましたか。



いいえ

62%

はい

38%

理学療法の新型コロナウイルス感染症感染予

防対策のマニュアルを作成しましたか。



いいえ

6%

はい

94%

新型コロナウイルス感染症感染対策について

感染対策本部（所属施設または法人）からの

指示はありましたか。
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回
答
数

新型コロナウイルス流行期における衛生物品の確保状

況についてお答えください。

あり あるが使⽤を制限、または使いまわす なし
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回
答
数

新型コロナウイルス流行期における外部関係者のリハ

室もしくは所属部署への立ち入り対応についてお答え

ください。

家族 医療・介護従事者 業者



いいえ

52%

はい

48%

感染防止策対応で

通常業務が過多となっていますか。



0 10 20 30 40 50

掃除

消毒作業

検温

スケジュール調整

患者・家族への説明業務（実施計画など）

情報収集・情報共有

感染対策等のマニュアル作成

その他

回答数

業務過多になっている状況について詳細をお答えくだ

さい。複数回答可



大幅減

20%

微減

55%

変化なし

25%

新型コロナウイルス流行期における

理学療法の対象者の数は変化しましたか。



変化あり

22%

変化なし

78%

理学療法業務や処遇に変化はありましたか。



0 5 10 15

担当患者数の減少

病棟での業務実施の増加

休日出勤者数の増加

マニュアル・パンフレットなどの資料作成業務の増加

時差出勤

配置転換

給与減

賞与減

回答数

理学療法業務や処遇に変化がある場合、どのような変

化であったかお答えください。複数回答可



0 20 40 60 80

開始時検温

開始時酸素飽和度測定

開始時⼿洗い・⼿指衛⽣

マスク常時着⽤

実施していない

その他

回答数

患者・利用者に対する、理学療法実施体制における対

策をお答えください。複数回答可



0 20 40 60 80 100

出勤時検温

介入前後⼿洗い・⼿指衛⽣

常時マスク着⽤

フェイスシールド着⽤

ガウン着⽤

実施していない

その他

回答数

職員に対する、理学療法実施体制における対策をお答

えください。複数回答可



0 50 100

患者・利⽤者間の間隔を約2ｍ空けている

使⽤した物品や使⽤箇所を消毒する

ゾーニングを実施する

提供時間を区分している

サービス形態上該当なし

実施していない

その他

回答数

環境設定における工夫はありますか。複数回答可



・訪問リハ時、流行地域との接触があった方が見えたりすること。

・マスクや体温などの協力が得られにくいケースもあること。
・学生の扱いについて

・患者・利用者の同居家族が県外へ仕事に行っていることや、家族の県外からの帰省
が日常的にみられ、どのように感染対策をおこなっていくか迷うときがある。
・無症状感染者への対策
・スタッフの心理的負担が大きいこと
・マスク等自己負担
・流行地域からみえるご家族への対応

・手袋の使い回しを勧められることがある
・受診控えも多くなっているが、適切に判断されず重症化に至るケースもあ
るのではないか。
・感染症対策で忘れられがちですが、外出自粛等による閉じこもり症候群の
増加が心配です。
・市販のマスクやアルコールの数は増えてきたが、有効性が分からない（マスクの通気
性、アルコール濃度)

・面会制限について 学生の実習受け入れの可否について

感染症対策について気になっていること、困っていることはありますか。



・県外や流行地域からみえた家族や実習生の受け入れなどの対応。
・職員や職員家族の外出自粛の管理までは難しい。

・普通の風邪でも症状が改善するまで出勤停止の指示が出るための人員不足。
・外来患者の受診控えによる減収。
・療法士人数から複数病棟配置があること。実習生受け入れ対応事項。
・行政等とのケア会議などのweb等での実施を提案中だが、話は進んでいな
いこと。
・除菌の物品不足。
・職員の人数により、前方からの介助をせざるを得ず困る。
・GO TO トラベルでスタッフが関東圏などへ行った場合、通常通り勤務させて良い
か悩んでいる。基本的に行ってもらいたくないが強制力はなく、本人の自由である。当
施設では帰宅後2週間自宅待機をお願いしているが、そのようなスタッフが増加した
場合は事業の継続が困難となる。県としていかない方向で指針を打ち出してもらいた
いと思っているが、無理だろうと考えている。
・県外等の流行地への移動歴を警戒しているが、患者の来院ごとに毎回確認すること
が難しい。

感染症対策について気になっていること、困っていることはありますか。



新型コロナウイルス感染症の第2波・第3波への対応に向けて
今、必要としている支援はありますか。

・衛生材料については、医療機関、介護施設などには不安なく提供してもらえ
る体制を作ってほしい。
・マスクやアルコール製剤、手洗い石鹸などの備蓄。
・コロナ患者を受け入れていない病院でも感染対策、対応による加算やコロナ陰性後の
転院患者受け入れによる加算の開設など、収入面での援助。

・ＰＰＥの安定した供給。リハビリ科が患者と密接接触して仕事をしていること
の理解啓蒙活動。
・通所リハビリや訪問リハビリなど、業務携帯に合わせた感染防止マニュアルがほしい。
・介護基本報酬全体の底上げ

・感染防止の備品
・職員の応援
・風評被害対策
・GO TO トラベルでスタッフが関東圏などへ行った場合、通常通り勤務させて良いか
悩んでいる。基本的に行ってもらいたくないが強制力はなく、本人の自由である。当施設
では帰宅後2週間自宅待機をお願いしているが、そのようなスタッフが増加した場合は
事業の継続が困難となる。県としていかない方向で指針を打ち出してもらいたいと思っ
ているが、無理だろうと考えている。



・明確な安全基準。

・マスク、消毒、手袋、シールド、ガウンなどの物資
・ケアマネジャーさんや他の介護サービス事業所と、感染対策の必要性の認識に差を感
じています（病院という立場もあり、われわれは外部業者との接触は極力避けたいので
すが…）。そこの部分についてその差を埋めるような支援をいただけると幸いです。
・PCR検査の実施
・マスクと消毒液

・感染対策備品の安定供給
・給付金
・マスクやアルコール製剤、手洗い石鹸などの備蓄。
・事業所ごとにマニュアルの内容や対応策が違うので、対応策の統一ができるマニュアル、
ガイドラインの整備。
・外出を控えるため、活動性が低下したり、通所リハビリを中止している利用者に訪問リ
ハビリでの対応した場合や流行地域家族に対応した場合の特別加算など、収入面の支援。

新型コロナウイルス感染症の第2波・第3波への対応に向けて
今、必要としている支援はありますか。


